


























































































近年、 日本語方言の世界でも、 生物 絶滅危惧種になぞらえ、 「消















には、方言を含むものが多く見られま た。 とえば、沖縄から寄せられた大漁旗には 「ちばりょー（＝がんばれ） 」 の文字が書かれていたりしました。また、何よ も被災地に暮らす方々自身が「がんばっぺし（＝がんばろう） 」 と自らを励ましていました。　
あれから六年。日常生活で、方言を主に使う 「方言主流社会」 で


















































































































































































ず、当該共同体においては、地域的、社会的変異であることが気づかれにくく、全国共通語だと意識されている言語現象や言語変異体 （沖裕子氏執筆） 。 （ 『日本語大辞典 （上） 』朝倉書店
　
二〇一四・一一）









　「信州弁の日」は、信州弁、すなわち信州方言について語るとともに、信州の地で、コトバについて弁ずる日です。長野県内外から、さらには中国から本学に集った学生が、自ら コトバについて語ります。　加えて、 方言をモチーフにした演劇、 エンディングは、 県歌「信
濃の国」を皆様と共に楽しみたいと存じます。　
なお、演劇の中で、演者が用いる各地の方言について、一 補




































































































































































































































































すでに方言が歌いこまれた民謡 （ 「秩父音頭」 など） ・歌謡曲 （ 「麦
畑」など）もあるが、その創作、さらには、舞踊・振付の創作へと進みたい。若い感性 方言をどのよう とらえているのかが表現されるはずである。　　　
③地域の紹介









































大橋敦夫「 〈研究ノート〉 「気づかれにくい方言」もしくは「教育方言」収集のすすめ」 （長野県国語国文学会『研究紀要』第十号
　
二〇一三・一二）
